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船舶事故調査報告書 

 

平成２４年８月２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

委   員  庄 司 邦 昭 

委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２３年１月３０日 １１時３８分ごろ 

発生場所 熊本県苓北
れいほく

町所在の九州電力苓北発電所北方沖  

九州電力苓北発電所専用港灯標から真方位３３５°１,４５０ｍ付近 

（概位 北緯３２°３０.４′ 東経１３０°０１.６′） 

事故調査の経過  平成２３年２月１４日、本事故の調査を担当する主管調査官（長崎事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

ばら積貨物船 KEY
キ ー

 EVOLUTION
エボルーション

（パナマ共和国籍）、４４,３６６トン 

９４４２３８０（ＩＭＯ番号）、東慶海運株式会社、LEO OCEAN S.A. 

 ２２９.００ｍ×３２.２４ｍ×２０.２０ｍ、鋼 

 ディーゼル機関、１０,７４０kＷ、２０１０年（建造）  

 乗組員等に関する情報 船長（フィリピン共和国籍） 男性 ４６歳 

締約国資格受有者承認証 船長（パナマ共和国発給） 

 交付年月日 ２０１０年３月２３日 

       （２０１５年２月２２日まで有効） 

水先類似行為者 男性 ６６歳 

長崎水先区１級水先人水先免状 

免 許 年 月 日 平成１１年１２月２１日 

交 付 年 月 日 平成２１年１１月３０日 

有効期間満了日 平成２４年１２月２０日 

 死傷者等 なし 

 損傷 本船 船底外板に広範囲にわたる複数の擦過傷及び凹損 

魚礁 えび増殖用魚礁７個と魚礁周辺のコンクリートブロックの一部に損

壊等 

 事故の経過 

 

本船は、船長ほか２０人（フィリピン共和国籍）が乗り組み、水先類似

行為者を乗せ、石炭約７０,７０４ｔを積載し、船首尾とも約１３.００ｍ

の喫水で平成２３年１月３０日１１時１０分ごろ九州電力苓北発電所専用

港（以下「苓北発電所港」という｡）に向かった。 

本船は、船長、水先類似行為者、三等航海士及び甲板手の４人が在橋

し、船長の操船指揮のもと、水先類似行為者が操舵号令などをかけて操船

を行い、三等航海士が船長補佐に、甲板手が手動操舵にそれぞれ就き、ま

た、船首甲板に一等航海士などが、船尾甲板に二等航海士などが入港配置

に就いていた。 

水先類似行為者は、操船補助のためのタグボート２隻のタグラインを本

船の左舷船尾及び左舷船首に順次取りながら、ほぼ北北西～南南東方に設
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置された緑、赤色の港内入口灯浮標（以下「入口灯浮標」という｡）間に向

けて約８ノット（kn）の対地速力で東進中、入口灯浮標手前付近で雪が強

く降るようになったので、視界悪化を考慮して機関を停止し、３隻目のタ

グボートのタグラインを右舷船首に取り終えた。 

水先類似行為者は、入口灯浮標間を通過後に右転する予定針路で航行し

ていたが、１１時３０分ごろ、入口灯浮標間を通過中、突然、猛吹雪とな

って苓北発電所港の防波堤や施設が視界から完全に消えてしまったことか

ら、まだ見えている左方向に針路を取った方が良いと船長に助言するとと

もに、タグボート、岸壁の関係者にも左転する旨を連絡したのち、左舵一

杯、機関を極微速力前進、微速力前進とした。 

苓北発電所港の方向を見ながら左転していた水先類似行為者は、１１時

３５分ごろ、船首が約０２０°（真方位、以下同じ｡）を向き、北側の入口

灯浮標から約７００ｍ離れたところで右舷前方の浅瀬（以下「魚礁設置区

域」という｡）を避けることができないと思って機関を順次、停止、半速力

後進、全速力後進とするとともに、船尾のタグボートに全速力後進で引か

せ、間もなくして前進行きあしが止まったと判断し、機関とタグボートの

引き方を停止した。 

船長は、海図プロッター上で本船が北東～北方に向けて魚礁設置区域に

徐々に接近するとともに、音響測深機の示度が徐々に浅くなっていたの

で、水先類似行為者に魚礁設置区域に接近していることを知らせた。  

水先類似行為者は、船長からの知らせを受けて海図プロッター及びレー

ダーにより、苓北発電所港汎用岸壁灯台の方位を１６０°より小さいと見

たので、魚礁設置区域が船橋から約４００ｍ、船首から約２００ｍにある

と判断し、視界も回復してきており、この場所でタグボートを使用すれ

ば、十分に右回頭できると思い、左船首のタグボートに全速力前進で押さ

せ、右船首のタグボートに全速力後進で引かせて回頭を開始した。 

船長は、水先類似行為者に魚礁設置区域に接近していることを知らせた

後も、本船が北東方に向かっていることを心配したが、直接的な操船に関

する指示を出さなかった。 

水先類似行為者は、その後、船位と前進行きあしを確認しなかったの

で、ほぼ同じ場所で回頭していると思っていたが、本船は、右舷船首方に

あった魚礁設置区域の西側角付近の水深１１.５ｍ（海図記載値）の場所に

接近していた。 

本船は、ゆっくり前進しながら右回頭し、１１時３８分ごろ魚礁設置区

域に船首部が進入し、同区域の西側角付近の魚礁に乗り揚げたが、誰も衝

撃を感じなかったことから乗り揚げたことに気付かず、船首部船底を接触

させたまま右回頭を続け、船首が約１６０°を向いた頃、視界が回復した

ので港内に向けて航行を続け、１２時５５分ごろ着岸作業を終了した。 

本船は、船長が、翌日、念のため、陸上関係者と共にフォアピークタン

ク内の検査を行ったところ、同タンク内に凹損が発見されたので、さら

に、ダイバーによる外板船底検査を実施し、広範囲にわたり、複数の凹損

と擦過傷が発見された。 

その後、水先類似行為者には、事故のあったことが知らされた。 

気象・海象 

 

気象：天気 雪、風向 北、風速 約５m/s 

海象：潮汐 ほぼ低潮時、潮高 約１５０㎝、潮流 約０.４kn の北流、
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波向 西北西、波高 約０.７ｍ 

その他の事項 本事故時使用していた海図Ｗ１４７６によれば、魚礁設置区域は、縦横

とも長さ約３５０ｍあり、入口灯浮標から北東方約１,０００ｍの水深約１

１～１５ｍ台のところから、陸側に設けられ、同区域の南西側から内側に

水深１１.５ｍの記載が２か所ある。 

船舶自動識別装置（ＡＩＳ）の情報記録によれば、本船の船位等は、付

表のとおりであった。 

（付表  本船のＡＩＳ情報記録による船位等 参照） 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

本船は、苓北発電所港に向けて入航中、水先類

似行為者が、吹雪で視界不良となったので予定針

路を外して入航を中断したものの、視界が回復

し、再び入航しようとして右回頭していた際、船

位と前進行きあしを確認しなかったことから、水

深の浅い魚礁設置区域内に進入し、魚礁に乗り揚

げたものと考えられる。 

原因 本事故は、本船が、苓北発電所港に向けて入航中、水先類似行為者が、

吹雪で視界不良となったので予定針路を外して入航を中断したものの、視

界が回復し、再び入航しようとして右回頭していた際、船位と前進行きあ

しを確認しなかったため、水深の浅い魚礁設置区域内に進入し、魚礁に乗

り揚げたことにより発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考えられ

る。 

・入航を中断して予定針路から外れたのち、再び入航する際には、付近

の浅所への接近状況を確認し、慎重に操船すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 4 - 

付表 本船のＡＩＳ情報記録による船位等 

 

時 刻 

(時-分-秒) 

北 緯 

(度-分-秒) 

東 経 

(度-分-秒) 

船首方位 

(°) 

対地針路 

  (°) 

対地速力 

(kn) 

11:21:05 032-30-05.2 129-59-35.6 87 88.3 9.0 

11:28:55 032-30-01.3 130-00-54.8 94 95.1 7.4 

11:30:05 032-30-00.3 130-01-04.4 90 97.3 7.0 

11:31:01 032-29-59.5 130-01-11.8 70 90.5 6.5 

11:34:15 032-30-06.8 130-01-27.0 24 35.1 3.9 

11:35:25 032-30-10.6 130-01-29.4 18 21.2 3.6 

11:35:44 032-30-11.8 130-01-29.9 19 17.5 3.6 

11:37:44 032-30-17.9 130-01-32.0 40 23.5 2.7 

11:38:04 032-30-18.7 130-01-32.4 45 25.7 2.4 

11:38:25 032-30-19.4 130-01-32.8 49 26.4 2.0 

11:38:44 032-30-19.9 130-01-33.0 53 20.8 1.6 

11:39:04 032-30-20.4 130-01-33.2 58  8.0 1.3 

11:39:16 032-30-20.6 130-01-33.2 61  1.9 1.2 

11:39:44 032-30-21.2 130-01-33.1 69 345.6 1.1 

11:39:54 032-30-21.3 130-01-33.0 72 343.1 1.1 

11:40:04 032-30-21.5 130-01-32.9 75 345.9 1.2 

11:40:16 032-30-21.7 130-01-32.9 79 349.7 1.1 

11:40:55 032-30-22.4 130-01-32.8 87 350.1 0.8 

11:41:44 032-30-23.0 130-01-32.7 96  8.2 0.9 

11:42:44 032-30-23.8 130-01-32.8 108 16.4 0.7 

11:44:06 032-30-24.7 130-01-33.4 124 37.0 0.7 

11:44:25 032-30-24.9 130-01-33.5 128 45.1 0.7 

11:44:55 032-30-25.1 130-01-33.8 134 43.4 0.6 

11:45:25 032-30-25.4 130-01-34.0 140 51.2 0.7 

11:45:55 032-30-25.5 130-01-34.3 147 68.6 0.7 

11:46:16 032-30-25.6 130-01-34.6 151 86.8 0.7 

11:46:34 032-30-25.6 130-01-34.8 154 97.2 0.7 

11:47:34 032-30-25.0 130-01-35.2 160 179.6 1.1 

11:48:05 032-30-24.4 130-01-35.3 160 153.4 1.4 

11:49:15 032-30-22.2 130-01-36.1 160 161.3 2.4 

11:50:05 032-30-20.2 130-01-36.9 160 158.5 2.9 

11:51:05 032-30-17.2 130-01-38.4 161 154.0 3.4 

11:55:05 032-30-02.2 130-01-45.5 161 155.9 4.5 

 

 

 

 

 




